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１ Intermediate 単球の割合は、健常者、遺伝性SCDと比較し、 MSA-C で低下傾向で
あった。

２ CD62L+/Intermediate 単球の割合は、健常者、遺伝性SCDと比較し、MSA-C で低下
傾向であった。

３ CD62L+/Classical単球の割合は、健常者、遺伝性SCDと比較し、 MSA-C で低下
傾向であった。

４ MSA-C群において、Intermediate単球の割合が、罹病期間と正の相関を認めた。

【成果】

多系統萎縮症(MSA-C)と脊髄小脳変性症(SCD)

MSA-C 遺伝性SCD孤発性SCD

これらは初発症状が類似しているため病初期での鑑別が困難
しかし予後は大きく異なる

早期診断のために
バイオマーカーの検索が重要！

血液バイオマーカー探索

MSA-CとSCD患者の臨床所見（年齢、性別、身長、
体重、病歴に関する情報、神経学的所見）、画像所
見（頭部MRI、頭部CT、脳血流シンチ）、検査所見
（血液）を収集、比較解析する。

【方法】

【目的】
多系統萎縮症(MSA-C)と脊髄小脳変性症(SCD)の
早期鑑別のため、および治療ターゲットとなるバイ
オマーカーについて研究する。

患者末梢血より単球を分離し、それ
らを炎症関連表面マーカーで標識し、
フローサイトメトリー法で解析する。


